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ナシの有望品種「あきづき」の収穫適期を明らかにしました　

 カラーチャートが作成されたことで、収穫前期･中

期･後期で変化していく｢あきづき｣の収穫適期の目安

が明らかになりました。 

 このカラーチャートを活用して、これまで以上に適

期収穫に努め、おいしい｢あきづき｣をより多くの皆さ

んにお届けできる産地をめざしていきます。 
 JAおおいた日田事業部 

選果場長 古田雄二さん  

 ナシ「あきづき」は酸味が少なく、甘みが非常に強い

ことから、全国的に注目されている新品種です。 

 出荷量も増加傾向で、市場でも高単価で取引されて

いますが、収穫のタイミングが難しく、出荷時に未熟果

や過熟果が混入することが問題となっています。 

 今回、収穫のタイミングを明らかにするため、成熟期

の果実の着色程度と品質（糖度や品質）との関係を明

らかにし、収穫適期を明らかにしました。 

 また、実際に生産者が収穫する際に、果実の着色程

度を判断しやすくするために、着色程度の指標となるカ

ラーチャートを作成しました。 

（調査方法） 

収穫の開始期、盛期、終期の３回、果実の着色程度と品質の関係を調査しました。 

（調査結果） 

収穫開始期では、着色程度３～４で適熟となり、収穫盛期～収穫終期では着色程度２～３で適熟となること

が解明されました。 
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「あきづき」の着色判定基準表 


